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令和８年 第３回 川口市教育委員会定例会会議録 
 

                      日 時 令和８年２月２０日（金） 
                          午後３時３０分 
                      場 所 川口市教育委員会室 
 
１ 出席者 
  教育長    井 上 清 之     書記長  五十川 三津子 

委 員    菅 原 京 子     書 記  後 藤 邦 彦 
委 員    小野寺 秀 明     書 記  柴 田 久美子 
委 員    千 葉 彩 香     書 記  風 見 達 哉 
委 員    渡 辺 隆 志        

      
  

２ 説明のため出席した者 
  副教育長      大 内 昌 弘 
  教育総務部長    秋 葉 知佳子 
  学校教育部長    丸 山 陽 一 
  教育政策室長    須 江 明 香 
  教育総務課長    五十川 三津子 

生涯学習課長    矢 吹 浩 幸 
文化財課長     上 野 浩 一 
中央図書館長    高 野 久 徳 

  科学館長      荒 井 真由美 
  スポーツ課長    太 田   晃 
  庶務課長      髙 木 美 季 
  学務課長      岩 井 正 明 
  指導課長      池 田 光 伸 

学校保健課長    湯 浅 禎之助 
  高等学校事務長   天 池 忠 澄 
 
 
３ 前回会議録の承認 
井上教育長   第２回教育委員会定例会会議録については、書記より、各委員に事前配付

している。質疑があればお聞かせ願いたい。 
【質 疑】   （質疑なし） 
【承 認】   （全員異議なく承認） 
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４ 教育長報告 
（１）３月行事予定について 
井上教育長   ３月行事予定については、書記より、各委員に事前配付している。質疑が

あればお聞かせ願いたい。 
【質 疑】   （質疑なし） 
【承 認】   （全員異議なく承認） 
 
（２）令和８年度川口市立高等学校附属中学校入学者選考結果について 
【説 明】   （教育政策室長が資料に基づき説明した。） 
【質疑応答概要】 
井上教育長   繰り上げ合格はあったのか。 
教育政策室長  二次合格者のうち、６名が辞退したため、６名繰り上げ合格とした。 
【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認） 
 
（３）川口市立小中学校在り方審議会第２回中間報告について 
【説 明】   （教育政策室長が資料に基づき説明した。） 
【質疑応答概要】    
小野寺委員   検討委員会と審議会の関係性について説明いただきたい。 
教育政策室長  川口市立小中学校在り方審議会は教育委員会の諮問機関である。川口市立

小中学校在り方検討委員会は審議会での議論を踏まえ検討を行う、教育局内

の会議体である。なお、審議会については外部の方を委員としている。 
【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認） 
 
（４）旧県陽高等学校の跡地の売却について 
【説 明】   （教育総務課長が資料に基づき説明した。） 
【質疑応答概要】 
井上教育長   公募型プロポーザルを行ったとのことだが、用途等について、どのような

提案があったか。 
教育総務課長  用途等については、仕様書において１１０㎡以上の一戸建て約７０戸、商

業施設、幅６ｍの道路を設ける等の条件を付しており、これに基づいた提案

であったと聞いている。 
【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認） 
 
（５）ＳＫＩＰシティ移転後の川口市立教育研究所上青木分室の機能について 
【説 明】   （指導課長が資料に基づき説明した。） 
【質疑応答概要】 
菅原委員    教育支援センターの開所時間及び相談員の配置人数は。また、教育研究所

の具体的な配置図等はあるか。 
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指導課長    上青木公民館は週３日、その他の教育支援センターは週５日開所し、時間

は基本的に午前９時３０分から午後２時３０分である。上青木公民館は日数

が限られているため相談員２名のみであるが、他の教育支援センターは相談

員２名に加え、ほっとルーム支援員１名としている。相談員は公認心理士５

名を新たに採用し、各教育支援センターに配置する予定である。 
       教育研究所内の具体的な配置等については、現在検討中である。 
小野寺委員   ほっとルームの概要について改めて説明いただきたい。 
指導課長    不登校傾向にある児童生徒が自分のペースで学習や生活ができる、落ち着

いた環境を校内に設置することで居場所を作り、個々の社会的自立に向けた

支援を行うものである。 
小野寺委員   ほっとルームに対して教育研究所は具体的にどのような支援をするのか。 
指導課長    ほっとルーム支援員の配置などの人的支援や、各学校における取り組み内

容を広く共有するなど運営面に関する支援も行っている。 
小野寺委員   人員が足りないという話も聞いているが、部屋の設置だけではなく、適切

な支援をしていただきたい。 
指導課長    人員の不足が課題であることは認識している。ほっとルーム支援員だけで

はなく、アシスタントティーチャー等を活用し、支援を行っていきたいと考

えている。 
【承 認】   （質疑応答後、全員異議なく承認） 
 
 
５ 協議事項 

なし 
 
 
６ 議 事 
井上教育長   議案第１０号から議案第１２号は人事案件のため、秘密会で行いたいが如

何か。 
委 員     （異議なし） 
井上教育長   異議なしと認め、議案第１０号から議案第１２号は秘密会で行う。 
 
【上 程】 
井上教育長   議案第１３号「学校給食費の改定について」を上程し説明を求める。 
【説 明】 
学校保健課長  （学校保健課長が当日資料４に基づき説明した。） 
【質疑応答概要】 
菅原委員    公費負担はあるのか。来年度給食費の金額は。 
学校保健課長  今後の市議会を経て正式に決定するが、来年度については、小学校は保護
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者の負担はなく、中学校は今年度と同額の月額４，３３６円を予定している。 
【採 決】   （質疑応答後、全員異議なく可決） 
井上教育長   議案第１３号「学校給食費の改定について」を案件のとおり可決する。 
 
 
７ その他 
教育委員からの質疑 
【質疑応答概要】 
菅原委員    インフルエンザが流行しているが、市立学校の学級閉鎖の状況について説

明いただきたい。 
学校保健課長  ２月１８日時点では、１７校２６学級が閉鎖となった。昨年１１月１２日

時点では、２６校６７学級が閉鎖であったため、学級閉鎖の数としては、

ピーク時と比べて落ち着いている状況である。 
 
 
８ 休 会 
井上教育長   以上をもって休会する。（午後４時２分） 


